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はじめに 
マイボーム腺機能不全（MGD）はよく見られる慢
性疾患で、障害を引き起こす。MGDにより数百万
人もの健康と幸福が損なわれているにもかかわら
ず、この疾患の定義、分類、診断、治療について
世界的なコンセンサスはない。国際レベルでの意
見を一致させるために、Tear Film and Ocular 

Surface Society（TFOS）が後援してInternational 

Workshop on Meibomian Gland Dysfunction（国際
マイボーム腺機能不全ワークショップ、
www.tearfilm.org）を開いた。本ワークショップの
起ち上げには2年以上を費やし、50名を超える世
界の指導的立場にある研究者が参加した。ワーク
ショップの報告書は現在、IOVS 2011; Vol. 
52, No. 4.に掲載されている。本ワークショップの
ハイライトの一部と推奨事項を以下に示す。 
 

MGD とはどういうもの？ 
ワークショップによる定義は次の通りである： 
MGD は､マイボーム腺の慢性・びまん性の異常で
あり､導管の閉塞や腺分泌物の質的・量的変化が見
られるのが一般的である。また､涙液層の変化､目
の刺激感､臨床的に明白な炎症､眼表面疾患に至る
場合もある。 
MGD はマイボーム腺の分泌状態に基づいて、1)低
分泌状態（これが原因として一番多い）と、2)高
分泌状態の大きく 2 つに分類される（Figure 
1）。最終的には MGD によって涙液層の変化、目
の刺激感、眼表面の炎症、ドライアイに至る可能
性がある。 

 
Figure 1. Classification of MGD 
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Figure 2. Pathophysiology of obstructive MGD 
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MGD はなぜ起きる？ 
低分泌状態の閉塞型 MGD の原因は主に導管の閉塞である。この
閉塞を起こすものは、導管上皮の高度な角化、角化細胞の残屑、
脂質（meibum）の粘性の増加である（Figure 2）。また、瘢痕
形成も重要な原因である。 
 
閉塞の過程は、年齢、性別、ホルモン異常といった内在性因子
だけでなく、全身投薬（レチノイドなど）や場合によってはコ
ンタクトレンズ装用といった外来性因子の影響を受ける。重要
な続発性関連疾患は皮膚疾患（酒さ性痊瘡、アトピー性皮膚炎、
脂漏性皮膚炎など）や瘢痕性結膜炎（多形性紅斑、トラコーマ
など）である。閉塞によって、腺房内の嚢胞様拡張、マイボー
ム腺細胞の萎縮、腺脱落、分泌低下が引き起こされることがあ

る。その作用には一般的に炎症が関与しない。 
 
最終的には眼瞼縁および涙液層油層への meibum の分泌が低下
し、そのために涙液層が不安定化、蒸発量の亢進、涙液浸透圧
の亢進、蒸発亢進型ドライアイ、および眼表面の炎症や障害が
引き起こされる。 

概して、MGD は重要な病態であるものの、軽視されがちである
が、ドライアイ疾患の主な原因である可能性が非常に高い。 
 

MGD はどのように治療する？ 
MGD のマネジメントに対するエビデンスに基づいたアプローチ
は以下の通りである。それぞれの治療レベルにおいて、治療に
反応しない場合には次のレベルの治療法に進む。±記号は､その
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治療法をそのレベルで使用することの根拠となるエビデンスが
限られたものでしかないか､まだエビデンスが得られ始めたばか
りであることを示している。したがって､その治療法を採用する
かどうかは臨床的判断に基づかなければならない。＋記号は､そ
の治療法にはその病期段階において根拠となるエビデンスがあ
ることを示している。MGD の臨床評価においては、圧出された
meibum の質とmeibum の圧出性が重要な所見である。 
 
MGD および MGD 関連疾患のマネジメントについての詳細は、
完全版の報告書で論じている。 


